
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１6 年 4 月 3 日   第 170 号 

小西喜代次
信楽町勅旨 

℡  83-0765 

Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 

Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

各会派・無所属 討論 討論 無

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

安
井
直
明

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

服
部
治
男

橋
本
律
子

中
西
弥
兵
衛

的
場
計
利

鵜
飼
勲

橋
本
恒
典

田
中
実

森
田
久
生

山
中
善
治

林
田
久
充

小
河
文
人

戎
脇
浩

土
山
定
信

森
嶋
克
己

田
中
新
人

竹
村
貞
男

片
山
修

竹
若
茂
國

白
坂
萬
里
子

加
藤
和
孝

田
中
將
之

谷
永
兼
二

辻
重
治

平成28年度一般会計予算案 市長 森田久生 小西喜代次 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度国民健康保険特別会計予算案 市長 竹若茂國 安井直明 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度介護保険特別会計予算案 市長 橋本律子 安井直明 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度後期高齢者医療特別会計予算案 市長 加藤和孝 安井直明 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市まちづくり基本条例案 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市消費生活センター設置条例案 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市行政不服審査法施行条例案 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旧甲賀病院跡地取得に関する議決 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出を求める請願 ＪＡこうか 鵜飼　勲 小西喜代次 採択 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「治安維持法犠牲者国会賠償法（仮称）」の制定を求める請願
治安維持法犠牲

者国賠同盟
山岡光広 白坂萬里子 不採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

夜間中学の整備と拡充を求める意見書 竹村貞男 竹若茂國 小河文人 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援などを求める意見書 加藤和孝
白坂萬里子
田中將之

安井直明
森嶋克己

可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書 白坂萬里子 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安全保障関連法の廃止を求める意見書 安井直明 小西喜代次 田中將之 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

国の制度として乳幼児医療費無料化制度の実現を求める意見書 安井直明 山岡光広 加藤和孝 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

消費税率10％への引き上げ中止を求める意見書 山岡光広 安井直明 橋本律子 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

高浜原発3号機・4号機の再稼働中止を求める意見書 山岡光広
小西喜代次
竹村貞男

森田久生
加藤和孝

否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

辺野古新基地建設工事の即時中止・断念、地方自治の尊重・堅持を求める意
見書

小西喜代次 安井直明 的場計利 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

ＴＰＰからの撤退を求める意見書 小西喜代次 山岡光広 田中実 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ●

ＴＰＰ交渉に関する意見書　（請願採択をうけた意見書） 鵜飼勲 小河文人 小西喜代次 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

公明党

提出 可否

共産党 清風クラブ 市民クラブ・新しい風

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

  ○は賛成 ●は反対 

新年度予算案を審議する３月定例議会は、２月１７日から３月２２日まで開かれまし

た。各会派の代表質問には日本共産党から安井直明議員団長が、また一般質問には２０

人が通告。日本共産党の山岡光広、小西喜代次議員が市民の願い実現を迫りました。 

また予算特別委員会は４日間にわたり集中審査を行い、日本共産党の安井・小西両議

員らが積極的に発言しました。請願・意見書や主な議案に対する各会派の態度は以下の

通り。各予算のうち下記の４件は意見を述べ反対しましたが、それ以外の予算は賛成し

ました。また、議案提案権を生かして６件の意見書を提案しました。 

各
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
に
は
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
安
井
直
明
議
員
が

立
ち
、「
戦
争
法
」
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
、
消
費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
再

稼
働
な
ど
、
市
民
の
願
い
と
は
裏
腹
に
暴
走
す
る
安
倍
政
権
に
対
す
る
市
長
の
認

識
に
つ
い
て
問
う
と
と
も
に
、
県
の
新
年
度
予
算
が
与
え
る
影
響
、
市
の
新
年
度

予
算
、
人
口
減
少
の
中
で
の
「
甲
賀
の
國
（
く
に
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

こ
の
な
か
で
市
長
答
弁
は
、
国
政

問
題
の
平
和
に
つ
い
て
「
戦
後
70

年
が
経
過
し
、
戦
争
に
対
す
る
認
識

は
、
二
度
と
過
ち
を
犯
し
て
は
い
け

な
い
と
固
く
誓
い
、
多
く
の
尊
い
犠

牲
の
上
に
今
の
平
和
が
あ
る
こ
と

を
留
め
置
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
「
市
民
個

人
の
所
得
増
加
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
企
業
の
収
益
は
増
加
し
た
も

の
と
認
識
」
。
消
費
税
増
税
は
「
持

続
的
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
も
の
、
国
に
お
い
て
適
切

に
対
応
を
」
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
個
々
の

農
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
者

に
与
え
る
経
済
的
な
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
県
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

本
部
に
強
く
働
き
か
け
る
」
。
原
発

の
再
稼
働
は
「
原
発
依
存
度
を
低
減

が
望
ま
し
い
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
す
ぐ
に
原
発
の
代
替
え
に

な
ら
な
い
の
も
事
実
だ
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
答
え
ま
し
た
。 

 

県
の
予
算
案
に
対
す
る
影
響
は

「
乳
幼
児
医
療
費
所
得
制
限
の
撤

廃
や
特
養
ホ
ー
ム
、
認
知
症
対
応
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
に

助
成
、
名
神
名
阪
道
路
事
業
促
進
に

向
け
調
査
業
務
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

市
の
新
年
度
予
算
は
「
予
算
編
成

過
程
を
公
開
。
人
口
減
少
の
要
因

は
、
公
共
交
通
の
課
題
、
子
育
て
環

境
、
女
性
活
躍
へ
の
援
助
不
足
な
ど

で
出
生
率
上
昇
と
な
ら
な
い
、
若
年

層
の
流
出
な
ど
の
克
服
が
必
要
」
と

答
え
ま
し
た
。

◆新庁舎整備事業 

４９億円。昨年７月に

着工、平成２９年５月

オープン予定。 
◆甲賀大原地域市民セ

ンター改修  

４億２８００万円。 
◆甲南駅周辺整備事業 

２億４７００万円。 
◆信楽体育館耐震補強 

２億３７００万円。 

◆甲南希望ヶ丘保育園

耐震、改修事業 

２億３３２万円。 
◆西部学校給食センタ

ー造成工事 

６３３０万円。信楽、

水口のセンターを統

合し新設する。 



  ２０１６年３月議会特集（２０１６年２月１７日～３月２２日） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◆消防力強化へ水利マップの作成、◆

子どもを対象にしたインフルエンザ予防

接種に助成を、◆学童保育の入所希望に

対して「待機」を生み出さないための対

策、◆雇用促進住宅、◆市営住宅の今後。

 ◆幼保小中再編計画で住民合意とは

何か、統廃合による影響、小中一貫校問

題など◆国道３０７号隼人川・牛飼西間の

凍結・事故防止、◆土砂災害警戒区域へ

の対策、◆信楽小学校体育館建設当時の

施行不良工事について

 

問 

三
回
連
続
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
「
老

朽
消
防
ホ
ー
ス
」
の
更
新
状
況
は
。 

 

危
機
安
全
統
括
監 

３
月
末
ま
で
に

44

の

区
・
自
治
会
で
２
７
５
本
、
更
新
・
新
設
予
定
。

 

問 

消
火
栓
・
防
火
水
槽
・
自
然
水
利
を
デ
ー

タ
化
し
共
有
す
る
「
水
利
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
。

 

危
機
安
全
統
括
監 

現
在
紙
ベ
ー
ス
で
把
握

し
て
い
る
。
デ
ー
タ
化
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

 

問 

重
症
化
と
集
団
感
染
に
よ
る
学
級
閉
鎖

な
ど
を
抑
え
る
た
め
に
子
ど
も
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

 

市
長 

現
在
考
え
て
い
な
い
。 

 

問 

学
童
保
育
の
入
所
希
望
状
況
は
ど
う
か
。

「
一
単
位
４０
人
以
下
」
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 

全
員
受
入
れ
を
予
定
。 

 

問 

国
が
基
準
と
し
て
示
し
て
い
る
「
一
単
位

４０
人
以
下
」
は
、
基
礎
単
位
・
専
用
区
画
で
あ

り
、
施
設
を
大
規
模
化
し
、
「
一
施
設
を
２
～
３

単
位
」
に
し
て
全
員
入
所
と
い
う
の
で
は
な
い
。

長
期
的
な
視
野
で
施
設
整
備
計
画
を
。 

 

問 

雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
状
況
、
追
い
出
さ

れ
た
場
合
、
公
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
は
。 

 

産
業
経
済
部
長 

水
口
宿
舎
８０
戸
中
25
戸
、

笹
が
丘
宿
舎
４０
戸
中
30
戸
入
居
し
て
い
る
。 

 

建
設
部
長 

立
ち
退
き
通
告
を
さ
れ
た
入
居

者
の
場
合
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
や
著
し
く
所
得

の
低
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
優
先
入
居
の
取
扱
い

と
す
る
。 

再
編
計
画
は
住
民
合
意
が
大
前
提 

問 

今
の
段
階
で
は
検
討
協
議
会
を
開
く
状

況
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。 

教
育
部
長 

再
編
計
画
推
進
事
業
実
施
要
綱 

を
制
定
し
た
。
協
議
会
の
設
置
は
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。 

問 
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
考
え
は
。 

教
育
長 
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

教
育
委
員
会
議
事
録
の
公
開
が
、
な
ぜ
自

由
な
立
場
で
の
発
言
が
阻
害
さ
れ
る
の
か
。 

教
育
委
員
長 
公
開
前
提
の
場
合 

、
自
由
な

議
論
に
制
約
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
。 

問 

統
廃
合
す
れ
ば
、
子
育
て
世
代
が
住
ま
な

く
な
り
、
人
口
減
少
対
策
に
逆
行
で
は
。 

教
育
部
長 

新
た
な
教
育
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
人
口
流
出
を
止
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
、

今
回
の
再
編
計
画
の
提
案
と
し
た
。 

問 

小
中
一
貫
校
は
特
に
対
話
、
説
明
が
必

要
。
視
察
も
住
民
の
参
加
を
募
っ
て
は
ど
う
か
、

教
育
長 

本
年
度
予
算
に
視
察
経
費
を
計
上

し
た
。
参
加
者
等
は
協
議
会
等
で
検
討
。 

問 

国
道
３
０
７
号
隼
人
川
・
牛
飼
西
信
号
間

の
凍
結
、
事
故
時
等
の
機
敏
な
対
応
を
。 

建
設
部
長 

県
に
対
し
、
電
光
掲
示
板
に
道
路

交
通
情
報
を
表
示
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。 

問 

信
楽
小
学
校
体
育
館
建
設
当
時
の
施
工

不
良
工
事
に
対
し
、
市
の
業
者
へ
の
対
応
は
。 

総
務
部
長 

行
政
的
措
置
を
検
討
す
る
。

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

問 

旧
甲
賀
病
院
跡

地
の
利
活
用
は
。 

 

市
長 

福
祉
、
医
療
、

教
育
、
防
災
な
ど
周
辺

の
景
観
に
も
溶
け
込
む

多
目
的
複
合
公
共
福
祉

機
能
を
集
約
し
た
、
仮

称
「
桜
の
杜
」
に
ふ
さ

わ
し
い
施
設
の
整
備
が

出
来
る
よ
う
新
年
度
よ

り
即
刻
、
年
次
計
画
を

立
て
検
討
す
る
。 

 

問 

合
併
特
例
債
の

発
行
見
込
み
は
。 

 

総
務
部
長 

平
成
28

年
度
は
63
億
万
円
で
、

今
後
は
、
道
路
整
備
、

甲
南
駅
周
辺
整
備
、
公

園
整
備
、
上
水
道
事
業

会
計
出
資
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
、
学
校

教
育
施
設
整
備
、
幼
稚

園
・
保
育
園
整
備
、
社

 切実な要求実現へ日本共産党湖南地区議員団は３月２日、上京し政府

と直接交渉しました。太陽光発電パネル設置規制、老朽消防ホース、合

併浄化槽への補助拡大、学童保育への財政支援、小中学校の再編計画、

医療ケアの通学保障、農業水利施設の更新に対する補助拡大など５省に

対して１７項目の要望を迫りました。甲賀市からは山岡光広議員が参加。

会
体
育
施
設
整
備
事
業

な
ど
、
平
成
29
年
度
は

約
50
億
５
千
万
円
、
平

成

30

年
度
は
約

12

億

１
千
万
円
、
平
成
31
年

度
約
１
億
３
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。 

 

問 

臨
時
・
嘱
託
職

員
の
賃
金
等
の
引
き
上

げ
は
。 

 

総
務
部
長 

平
均
で

2,6
％
引
き
上
げ
る
。 

 

問 

コ
ミ
バ
ス
路
線

の
見
直
し
は
。 

総
合
政
策
部
長 

抜

本
的
見
直
し
と
デ
マ
ン

ド
交
通
導
入
を
検
討
。 

 

問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
は
。 

 

総
合
政
策
部
長 

三

世
代
同
居
・
近
居
、
子

育
て
世
帯
、
定
住
促

進
・
空
き
家
対
策
に
合

計
４
千
５
百
万
円
を
。 

４日間にわたる予算特別委員会の集中審

査では、安井・小西議員が市政の問題点を指

摘し、積極的な提案も行いました（写真）。

遊休土地の利活用をはじめ、子育て支援の

抜本的強化（子供の医療費の拡大）、住宅リ

フォームの予算拡大等の提案や、自治振興会

の予算の在り方、幼保小中学校の再編計画、

職員の減少を再任用で賄うなどの問題を指

摘しました。 




